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解答群３

� 00,020,000 � 00,030,000 � 00,040,000

� 00,050,000 � 00,064,000 � 00,094,000

� 00,104,000 	 00,200,000 
 00,264,000

� 00,360,000 � 00,390,000 
 00,450,000

� 00,600,000 � 01,000,000 � 01,200,000

� 01,300,000 � 01,400,000 � 02,000,000

� 03,000,000 � 04,700,000 � 04,800,000

� 05,000,000 � 05,700,000 � 06,000,000

� 06,400,000 � 06,500,000 � 06,800,000

� 10,900,000 � 12,700,000 � 20,500,000
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Ⅳ 館山商店の本店および支店の決算整理前残高試算表、未達事項および決算整理

事項は、次の資料（１）から資料（３）に示すとおりである。

資料（１）から資料（３）に基づいて、支店勘定残高と本店勘定残高の一致額

と本支店合併の損益計算書および貸借対照表の空欄 ～ にあて

はまる最も適切なものを、解答群４の中から１つずつ選び、その番号を記入せよ。

ただし、同じものを何度選んでもよい。なお、（ ）は各自で推定すること。

解答番号は、 ～

資料（１）決算整理前残高試算表

資料（２）未達事項

①本店から支店の当座預金口座に￥200,000が送金されたが、この通知が支店に

未達である。

②本店から支店に発送した商品￥150,000（原価）が、支店に未達である。

③支店で本店の売掛金￥300,000および前期に貸倒処理された売掛金￥20,000が回

収されたが、この通知が本店に未達である。

④支店で本店受取分の手数料￥35,000を受け取ったが、この通知が本店に未達で

ある。

5034

503534
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資料（３）決算整理事項

①期末商品棚卸高　本店　￥480,000

支店　￥260,000（未達商品は含まれていない）

②本店の実際現金有高が￥589,000であった。調査の結果、帳簿残高との差額

￥90,000は、支払家賃（営業費）の記入もれであることが判明した。

③本店と支店の期末売掛金残高に対して３% の貸倒引当金を差額補充法により

設定する。

④本店と支店の備品について、定額法により減価償却（直接法）を行う。

本店　取得原価 ￥1,200,000

残存価額は取得原価の10% 、耐用年数10年

支店　取得原価 ￥900,000

残存価額は取得原価の10% 、耐用年数10年
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売  上  総  利  益 
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解答群４

� 期首商品棚卸高 � 期末商品棚卸高 � 売　上　原　価

� 経　常　利　益 � 貸倒引当金戻入 � 償却債権取立益

� 0,005,500 	 0,007,000 
 0,020,000

� 0,029,000 � 0,135,000 
 0,189,000

� 0,200,000 �　　　　0,280,000 � 0,310,000

� 0,313,000 � 0,495,000 �　　　　0,500,000

� 0,710,000 � 0,739,000 � 0,820,000

� 0,890,000 � 0,921,500 � 0,950,000

� 1,000,000 � 1,150,500 � 1,344,000

� 1,440,000 � 1,542,500 � 2,522,000

 2,620,000 ! 2,733,000 " 3,990,000

# 4,870,000 $ 4,990,000 $ 5,437,000

〔簿記の問題は以上です。〕

（36）
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平成23年度　数学Ⅰ・Ａ入試問題

以下のすべての問題に解答せよ。

・解答は１～99までの数字を解答欄に直接記入せよ。

・分数形で解答する場合は既約分数で答えよ。

・根号を含む形で解答する場合は，根号の中に現れる自然数が最小となる形で答えよ。
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Ⅰ 次の各問の空欄に当てはまる最も適切な数値を記入せよ。

問１ x＝　　　　　のとき，

� x2 －3 x＋ 3＝ である。

� x3－3 x2＋3 x－1＝ － である。

問２ の分母を有理化すると ＋ となる。

問３ （ x2 ＋　　＋ z）5 の展開式におけるx2y2zの係数は である。８

６５

３２

１

数
学
�
・
Ａ

４

７

y
x

3－√　5‾ 
2
13

3√　5‾ 

√　5‾ √　5‾ 

√　5‾ 

－ 

＋ 

7

7

5

5



―　　―80

Ⅱ 男子４人，女子２人が円形のテーブルを等間隔に囲んで座るとき，次の各問の

空欄に当てはまる最も適切な数値を記入せよ。

問１ ６人が座るとき，女子２人が隣り合う並び方は全部で 通りある。

問２ ６人が座るとき，女子２人が隣り合わない並び方は全部で 通りあ

る。

問３ ６人が座るとき，女子２人が正面に向かい合う並び方は全部で 通

りある。

問４ ６人の中の，男子３人と女子１人の４人が座るとき，並び方は全部で

通りある。12

11

10

９
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Ⅲ AB = CＤ = 3 ，BC = ＤA = 5 の長方形ABCD がある。この長方形の辺AB，

辺BC，辺CD，辺DA 上にそれぞれ AＰ= BＱ = CＲ=ＤＳをみたす点 P，Q，R，

Sをとり，AP= x，平行四辺形PQRSの面積を ƒ（x）とおく。このとき，次の各問

の空欄に当てはまる最も適切な数値を記入せよ。

問１ ƒ（x）＝ x2－ x＋ である。

問２ ƒ（x）の値が長方形ABCDの面積の　　であるとする。このとき，x＝

または x ＝ である。但し　　　　＜　　　　とする。

また，x＝　　　　のとき，QS＝　　　　である。

問３ ƒ（x）を最小にする x の値は であり，そのときの ƒ（x）の値は

である。

2221

151413

16

17

16

17

16

17

18

19

18

19

20

1
2
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Ⅳ 円Oに内接する四角形ABCDにおいて，その対角線BDは円Oの中心を通り，

AB＝3，AＤ＝ 7 である。更に，ACとBDの交点をPとすると，AＰ＝

である。このとき，次の各問の空欄に当てはまる最も適切な数値を記入せよ。

問１ BD ＝ である。

問２ cos∠ABＤ＝　　　 である。

問３ BＰ = 又は BＰ = である。

問４ BＰ = のとき， ＰC = である。

28

23

〔数学の問題は以上です。〕

30

24

25

26

27

26

27

29

31

3√　5‾ 
2
2



◎記入上の注意

解答用紙はコンピュータで直接読み取るので、特に次の点に留意しなさい。

①記入にはＨＢ（0.5㎜）のシャープペンシルを使用しなさい。

②解答用紙の 記入例 を参照して丁寧に記入しなさい。乱雑に記入したものは不利になります。

③折り曲げたり、汚したりしてはいけません。

④解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしてはいけません。

（問題冊子には書き込んでもよい。）

⑤誤って記入した場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。

⑥解答が一桁の場合には右詰めで記入しなさい。（次の例を参照しなさい。）

［例］解答番号�の解答が４である場合

［例］解答番号�の解答が12である場合

⑦問題の中の選択肢の番号が、丸付きやカッコ付きで表記されている場合、解答欄には算用数字の

みを記入しなさい。（例を参照しなさい）

注意
特に間違えやすい記入例

正 誤

これらは７と判断する恐れが
あるので特に注意しなさい。

例　：　①　→ Ｉ ・　� → ２

解答番号 

解答欄 
1 2

左側をあける 


